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１．研究基本情報 

課題名 学術研究の変容とミスコンダクトについての人文学・社会科学的研究 

研究テーマ名 責任ある研究・イノベーションのための組織と社会 

責任機関名 国立大学法人大阪大学 

研究代表者（氏名・所属・職） 吉澤剛・大学院医学系研究科・准教授 

研究期間 平成２６年度 ～ 平成２９年度 

委託費 

平成２６年度  2,500,000円 

平成２７年度  3,450,000円 

平成２８年度  3,200,000円 

平成２９年度  2,250,000円 

 

２．研究の目的 

 最近、わが国では多くの研究不正問題が明らかになっているが、研究不正行為は学術研究の信頼性を根本から

ゆるがすものである。信頼性の回復に向けて、研究組織や研究者・学生に対する教育の見直しが求められている。

一方で、学術研究のあり方自体が、産学連携などイノベーションの推進とともに大きく変容していること、研究不正

問題もそのような学術研究の変容と切り離せないことが指摘されている。イノベーションは一般的に、新しい価値

を生み出し、社会的に大きな変化を起こすことと定義される。また、イノベーションにおいては市場価値の創出の

みならず、社会的価値をも創出していくことが期待されている。学術研究に求められることは、イノベーションの創

出への貢献だけでなく、イノベーションが社会にとって真にのぞましいものとなっているかを多角的に検証したり、

イノベーションと学術研究との関係を批判的に検討したりすることにある。学術研究が社会にさまざまな波及効果

をもたらすようになった現在、たとえば米国国立科学財団（NSF）や英国リサーチカウンシルでは研究に対する幅

広い社会的・経済的インパクトの評価も求められるようになっている。こうした研究やイノベーションのあり方を問

い直すにあたり、人文学・社会科学の新たな役割も期待されている。 

 このような背景のもと、近年、欧米では「責任ある研究・イノベーション」という新しい学際的研究フレームワーク

が登場している。そこでは研究不正行為を抑止し、すぐれた研究活動のあり方を求める「研究公正性」や「責任あ

る研究活動」を推進するとともに、社会的・倫理的にも適切なイノベーションをうながしている。また、人文学・社会

科学分野の研究者と自然科学分野の研究者が共同し、イノベーションに向けた社会的・政策的活動の実現に寄与

している。 

 本研究では、イノベーションを軸として責任ある研究活動の視野を広げるため、次の二つの目的をかかげる。第

一に、「責任あるイノベーション」の基盤となる「信頼性の高い知識を生み出す学術研究のあり方」として、学術研究

の信頼性をいかに確保するのかについて、研究不正問題の実態や要因を明らかにするとともに、近年の学術研

究の変容を見据えたうえで、「責任ある研究活動」を推進するための方策について検討する。第二に、「イノベーシ

ョンの創出のための研究組織の革新」として、責任ある研究活動を推進してイノベーションを生み出す研究組織の

あり方や、基盤となる学術研究の推進方策を議論する。そこで鍵となるのが、研究組織の革新に向けた学習、社

会との対話・連携である。 

 本研究の意義は、社会的価値の創出に向けた研究組織の革新という論点によって、経営学や政策学、教育学へ

の広がりのみならず、将来の組織や社会に対する責任、信頼、ケアといった観点で哲学や倫理学、心理学など各

分野の新たな展開が期待されることにある。さらに、工学倫理や生命倫理など自然科学系分野に関する知見を取

りいれることで、人文学・社会科学分野の研究活動に示唆をあたえ、異分野連携の共同研究のさらなる発展に資

することができる。 

 

３．研究の概要 

 学術研究のあり方は産学連携などイノベーションの推進とともに大きく変容しており、研究不正問題もそのような



3 

学術研究の変容と切り離せない。そこで本研究では、第一に、責任あるイノベーションの基盤となる「信頼性の高

い知識を生み出す学術研究のあり方」として、学術研究の信頼性をいかに確保するのかについて、研究不正問題

の実態や要因を明らかにするとともに、近年の学術研究の変容を見据えたうえで、責任ある研究活動を推進する

ための方策について検討する。第二に、「イノベーションの創出のための研究組織の革新」として、責任ある研究

活動を推進してイノベーションを生み出す研究組織のあり方や、その基盤となる学術研究の推進方策を議論す

る。 

 本研究では、先行研究レビューや、国内学会・有名学術誌の倫理綱領や行動規範、投稿規定等の分析を行い、

研究公正・研究倫理の教育及び研究遂行に伴う現状整理や、論点・課題の抽出を進めた。その後、研究不正対策

にとどまらず広く責任ある研究のための活動を洗い出し、生命科学分野を中心とする会員数1000名を超える52の

学協会について、ホームページの調査分析を行った。その結果、学会指針において捏造・改竄・剽窃（FFP）に関す

る条項は3割近くの学会で言及がなされていたものの、デュアルユース、ハンディキャップ／マイノリティへの配慮、

差別禁止への言及例は少ないことが明らかとなった。また、責任ある研究を推進するための資金配分機関のあり

方に着目し、各機関の実務者と協働しながら、多様な関係者の関与・参画、熟慮・熟議における幅広い視点の織り

込み、将来の技術や社会への展望などの取り組みの実態について、アクションリサーチを実施した。責任ある研

究・イノベーション（RRI）という学術的議論に国内で先鞭をつけることにより、政策研究大学院大学（GRIPS）や海外

研究プロジェクト等との協働を深め、外部専門家の協力を得ながら日本におけるRRIの実践をまとめることができ

た。その過程では、大学や学協会といった研究組織のそのものを問い直す議論や活動を展開し、それらの補完的

な主体として、地域に根ざした責任ある研究活動を試行的に実践した。人文・社会科学研究分野はもとより、生命

科学などを中心とする自然科学研究分野との継続的な連携を達成し、さらに、地域における問題解決を志向したト

ランスディシプリナリー研究、市民科学やボトムアップイノベーションの今後の議論の方向性に大きな影響を与え

た。 

 

４．研究プロジェクトの体制 

研究代表者・

グループリー

ダー・分担者

の別 

氏 名 
所属機関・部局・職（専門

分野） 
役割分担 

研究代表者

兼グループリ

ーダー 

吉澤剛 

 

大阪大学・大学院医学系

研究科・准教授 

【イノベーショングループ】研究フレームワーク構築、

基本概念の整理、研究組織の制度的分析 

分担者 平川秀幸 大阪大学COデザインセン

ター・教授 

【イノベーショングループ】イノベーション概念分析、

人文学・社会科学研究論 

分担者 山内保典 東北大学・高度教養教育・

学生支援機構・准教授 

【イノベーショングループ】ワークショップ等のアクシ

ョンリサーチ、研究に必要な機能やスキルについて

の心理学的研究 

分担者 田原敬一郎 公益財団法人未来工学研

究所・政策調査分析セン

ター・主任研究員 

【イノベーショングループ】対話・連携の場の設計・運

営にかかる研究、対話・連携手法の効果測定・評価 

分担者 標葉隆馬 成城大学・文芸学部・専任

講師 

【イノベーショングループ】学協会データ収集・分析、

研究に必要な機能やスキルについての教育学的研

究 

分担者 中尾央 山口大学・国際総合科学

部・助教 

【イノベーショングループ】研究組織における知識・権

力・コミュニケーション分析 

分担者 川本思心 北海道大学・理学系研究

院・准教授 

【イノベーショングループ】研究-社会の教育事例分

析 
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グループリー

ダー 

中村征樹 大阪大学・全学教育推進

機構・准教授 

【研究活動グループ】概念整理・類型化・比較分析、

研究組織の歴史的分析 

分担者 東島仁 山口大学・国際総合科学

部・講師 

【研究活動グループ】専門職倫理に関する先行研究

レビュー、研究不正事例分析、質問票調査 

分担者 秋谷直矩 山口大学・国際総合科学

部・助教 

【研究活動グループ】研究者共同体構成員に対する

インタビュー、ラボラトリー研究 

分担者 三成寿作 大阪大学・大学院医学系

研究科・助教 

【研究活動グループ】専門職倫理に関する先行研究

レビュー 

分担者 小門穂 大阪大学・大学院医学系

研究科・特任助教 

【研究活動グループ】研究倫理の動向整理、倫理委

員会及び倫理審査資料の調査分析 

 

５．研究成果及びそれがもたらす波及効果 

 本研究では、JST/RISTEX、NEDO、AMEDという資金配分機関の実務者と連携し、責任ある研究活動に向けたプ

ログラムの現状と可能性についてアクションリサーチを通して、新たなプログラム化に対する協働を実施した。ま

た、大学のURA部門や全学教育研究推進機構などを通じて、責任ある研究活動やRRIの可能性を働きかけ、科学

技術社会論（STS）や科学史はもとより、哲学、倫理学、生命倫理学、医療社会学、心理学、看護学、経営学、文化

政策学など幅広い人文学・社会科学研究分野の学会などでの成果発表や意見交換を行い、多様な研究者・実務者

との交流や継続的な連携を進めることができた。特に、生命科学分野の学協会における「責任ある研究活動」を明

らかにしたことにより、再生医療学会などでは社会とのコミュニケーションのあり方を再検討するようになった。こ

れは本研究の成果が自然科学研究コミュニティの活動を問い直し、改める契機を与えたという点で大変意義深

い。 

 また、2016年より政策研究大学院大学（GRIPS）にて「科学技術イノベーションと社会に関する測定」プロジェクト

において政策レビューと指標に関する若手勉強会が立ち上がり、吉澤・田原・標葉ら本プロジェクトメンバーも参加

している。この勉強会ではOECD Blue Sky IIIや世界科学館サミット2017（SCWS2017）への参加や国内関係者WSな

どを通じて、責任ある研究活動を測るための指標づくりを進めており、国際的なコミュニティに向けて日本からの

発信を狙っている。この過程で、多様な人文学・社会科学研究者のほか、自然科学研究者や政府や民間企業の実

務者との連携や協働を行っており、当研究の知見も積極的に活用されている。 

 デュアルユース問題については、川本が実証分析を着実に進めているほか、標葉・吉澤らも国立国会図書館と

の連携により、研究評価やバイオセキュリティの視点でそれぞれ議論を行ってきた。これは近年になってようやく

日本学術会議や各大学などでも議題に上げられるようになったが、その先鞭をつけたという点と、歴史や評価、倫

理、生命科学などが交錯した視点を提供するという点で、今後の科学技術と安全保障をめぐる人文学・社会科学研

究の深耕に大きく資する。 

 何よりも、ミスコンダクトに関するテーマで採択された本研究において、その理論的枠組として、責任ある研究・イ

ノベーション（RRI）というフレームワークを用いたことは、日本学術振興会（JSPS）が本年度より再び立ち上げる

「課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業（領域開拓プログラム（研究テーマ公募型））」の課題Ｂとし

てRRIが取り上げられたことに3年先んじており、本研究テーマの社会的意義や学術的先取性・妥当性がJSPS自

体に改めて評価されたともいえる。2017年11月にはJSPSと大阪大学の共催によって人文学・社会科学研究推進

のあり方を考えるシンポジウムが開催され、本研究代表者も登壇、本研究の成果発表を行い、パネルディスカッシ

ョンに参加した。JSPSが今後どのように異分野間での連携や協働を促し、人文学・社会科学研究に対する支援を

進めていくかについて、本研究で実施してきた資金配分機関研究の成果が活用され、JSPSの内部ガバナンスに

波及的な効果をもたらすものと期待される。 

 

６．今後の展開 

 本研究を通じて得られた責任ある研究活動もしくはRRIの課題は次の４点である。①方向性（政治性）の組み込み。

研究やイノベーションにおける公正性は、研究者ないしイノベーターによる権力主体に向けた表明であるにも関わ
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らず、しばしばその政治性を消去して責任や未来を語ろうとするところに齟齬がある。政策実務者コミュニティや学

会・研究者コミュニティ、大学といったクライアントに向けて、それぞれの主体の将来像を問いかけるという意味で

の責任の再構築がありうる。それは、行政や大学・学協会のアイデンティティを問い直す研究活動となるだろう。

②規範意識への埋め込み。そうしたアイデンティティの模索は、単なる法令遵守で善しとする研究者のあり方自体

が問われなければならない。そのための教育としては、ラボや学会を含めた研究者コミュニティの文化を変えて

いくという大きな挑戦に向かわざるをえない。研究者個人の規範意識に訴え、制度的再帰性を持たせる教育のあ

り方が研究されてよい。③創造性・エレガンスの評価。規範意識を改める契機の一つは、研究者個人がポジティブ

に倫理や責任を考えられるようにすることである。学術論文や言語的な理解では表しえないものをどう評価して研

究者の意識を変革するか。また、それが研究やイノベーションそのものに深い関わりがあることを示すための研

究が必要である。④ボトムアップ・エンゲージメント。責任ある研究活動やRRIで決定的に欠落しているのは、専門

家コミュニティに属さない個人による研究・イノベーション活動の責任の所在である。ファブラボや市民科学が単な

るアマチュアリズムでなく、研究やイノベーションの本流に大きな影響を及ぼす存在となりつつある現在、こうした

ボトムアップの研究・イノベーションをどのように定位するか。 

 上記の課題に応えるように、JSPS領域開拓プログラムの課題B「『責任ある研究とイノベーションの概念』と『社会

にとっての科学』の理論的実践的深化」において「RRIの新展開のための理論的・実践的研究—教育・評価・政治性

に注目して」が平成29年度の研究テーマに採択された。研究代表者および一部の分担者は本プロジェクトメンバ

ーであり、RRIに関する当プロジェクトの研究成果が十分に参照されるとともに、本研究を引き継いで発展させてい

くことが期待される。さらに、当該研究代表者を通じて、もう一方の研究テーマである「生命・環境技術の社会実装

に関する先端融合研究—21世紀型参加のビジョンと試行」とも連携が予定されている。また、2016年より山口大学

を拠点としたRRI研究のネットワーク化が模索されており、市民科学などを交えた形での地域におけるRRIが根づ

いていくことも考えられる。このほか、JST「プログラムマネージャー（PM）の育成・活躍推進プログラム」において、

安藤二香氏が代表を務める「共創的イノベーションのための方法論と人材基盤の構築に向けた検討」に田原・吉澤

が関わっており、RRIを実践するためのフォーサイト方法論、中間組織・ネットワーク、WSデザイン・ツール開発、

人材育成のためのカリキュラム・教材開発という目的に向けて、本研究の成果が資金配分機関における人材育成

に貢献していくと見込まれる。あるいは「科学技術イノベーション政策における『政策のための科学』推進事業」

（SciREX）やJST/RISTEXの「人と情報のエコシステム」研究開発領域、NEDOの安全性評価研究、AMEDの「研究

倫理に関する情報共有と国民理解の推進事業（ゲノム医療実用化に係るELSI分野）」などを通じて、本研究が幅広

く発展していくことも見込まれる。国際的な連携として、Horizon 2020のプロジェクトの一つであるRRI-Practiceのコ

ンソーシアム会合（2017年3月, 9月）には、GRIPSの支援のもと本研究代表者がオブザーバー参加した。OECDで

進める科学技術と社会の指標化プロジェクトも含め、本研究メンバーが中心的に関わることで、本研究終了後も日
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